
次世代につながる農業を！
　立沢新田（太木）で農業を営む柳田政雄さんご家族を紹介します。
　柳田さんは３．１ヘクタールの畑で主に西瓜・人参を作付けされています。奥様の智子さんと２５歳
で結婚、これを機に就農し、農業士を経て ３年前からは指導農業士として活躍されています。
　昨年は台風１５号・１９号、大雨と災害が相次ぎ、育苗ハウスや出荷間際の人参が水に浸かるなど
の被害があり大変だったそうです。「うちはまだ被害が少なかったほうです」とおっしゃっていま
した。取材に伺った日は人参の出荷作業の真っ最中で、また、富里人参が天皇陛下の即位に伴う
「大嘗祭」で供えられる特産物「庭積の机代物（にわづみのつくえしろもの）」として選ばれたため、
取材の前日に代表として柳田さんが宮内庁に納める行事に出席してきたと嬉しそうにお話しして
くださいました。
　娘の麻美さんのご主人の酒井翔太さんが １年ほど前に新規就農して現在奮闘中。今後の抱負を
お聞きすると、若者目線で新たな作物の作付けのチャレンジも視野に入れて、家族で力を合わせ
てがんばっていきたいとのこと。 ２歳になる孫の結楓ちゃんのピースサインに、みんなで目を細
める優しい表情がとても印象的なご一家でした。

富里市 第40号　令和２年１月
発  行　富里市農業委員会

農業委員会だより
〒２８６-０２９２　千葉県富里市七栄６５２番地１  TEL　０ ４ ７６ （９ ３）　６ ４ ９４（直通）
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新
春
の
ご
あ
い
さ
つ

�

富
里
市
農
業
委
員
会
　
会
長
　
藤
崎
　
芳
久

　

明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

　

日
頃
よ
り
、
当
委
員
会
活
動
に
対
す
る
御
理

解
と
御
協
力
を
い
た
だ
き
、
厚
く
お
礼
申
し
上

げ
ま
す
。

　

昨
年
秋
に
相
次
い
で
発
生
し
ま
し
た
台
風
15
号・

19
号
、
さ
ら
に
は
大
雨
に
よ
り
、
被
害
に
あ
わ
れ

た
農
業
者
の
皆
様
に
は
、
心
よ
り
お
見
舞
い
申
し

上
げ
ま
す
。

　

私
ど
も
農
業
委
員
会
に
お
い
て
も
被
害
状
況

調
査
を
し
ま
し
た
が
、
ビ
ニ
ー
ル
ハ
ウ
ス
の
全

壊
な
ど
に
よ
り
、
こ
れ
か
ら
最
盛
期
を
迎
え
る

は
ず
の
ト
マ
ト
や
抑
制
ス
イ
カ
、
そ
の
他
の
作

物
や
施
設
に
甚
大
な
被
害
を
被
り
、
市
の
調
査

で
は
被
害
総
額
は
45
億
８
千
９
百
万
を
超
え
る

も
の
と
な
り
ま
し
た
。
富
里
市
の
基
幹
産
業
で

あ
る
農
業
で
す
が
、
異
常
気
象
に
伴
う
災
害
が

増
え
、
私
た
ち
が
営
農
し
て
い
く
に
は
、
非
常

に
厳
し
い
状
況
に
あ
る
と
痛
感
し
て
お
り
ま
す
。

　

さ
て
、
農
業
委
員
会
は
農
業
委
員
８
名
と
農

地
利
用
最
適
化
推
進
委
員
12
名
の
20
名
体
制
で

運
営
さ
れ
て
お
り
ま
す
が
、
本
年
７
月
で
任
期

満
了
を
迎
え
改
選
と
な
り
ま
す
。
残
さ
れ
た
任

期
も
委
員
一
丸
と
な
り
、
富
里
市
農
業
の
発
展

に
寄
与
し
、
農
業
者
の
皆
様
の
お
力
添
え
が
で

き
る
よ
う
活
動
し
て
参
り
ま
す
。
本
年
も
、
な

お
一
層
の
御
支
援
、
御
協
力
を
賜
り
ま
す
よ
う

お
願
い
申
し
上
げ
、
新
年
の
挨
拶
と
さ
せ
て
い

た
だ
き
ま
す
。

  

委
員
会
活
動
報
告

農
業
委
員
会
視
察
研
修

�

農
地
利
用
最
適
化
推
進
委
員　

田
上
　
友
子

　

令
和
元
年
10
月
４
日
、
東
京
ビ
ッ
ク
サ
イ

ト
サ
イ
ト
に
て
開
催
さ
れ
た
「
食
品
開
発
展

２
０
１
９
」へ
日
帰
り
視
察
研
修
を
行
い
ま
し
た
。

　
「
食
品
の
機
能
性（
健
康
）美
味
し
さ
、
安
全
性

情
報
を
一
堂
に
！
」
を
テ
ー
マ
と
し
て
、
国
内

外
よ
り
食
品
素
材
・
製
造
技
術
・
品
質
管
理
技

術
の
主
要
企
業
５
５
０
社
以
上
の
出
展
が
あ
り

ま
し
た
。

　

様
々
な
産
業
に
お
い
て
技
術
の
進
歩
は
非
常

に
目
ま
ぐ
る
し
く
、
瞬
き
す
る
間
に
そ
の
姿
、

耳
に
す
る
言
葉
全
て
が
、
ま
る
で
浦
島
太
郎
に

で
も
な
っ
た
か
の
よ
う
に
感
じ
る
こ
と
さ
え
あ

り
ま
す
。
こ
の
食
品
の
開
発
に
お
い
て
も
例
外

で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　

ま
ず
、
食
品
、
口
か
ら
味
わ
っ
て
食
す
る
物

を
形
に
す
る
た
め
に
一
番
目
に
つ
い
た
の
は
粉

末
状
の
物
で
す
。
ほ
と
ん
ど
の
企
業
で
試
食
に

用
い
て
い
る
の
は
粉
末
で
し
た
。
あ
る
企
業
は

ジ
ュ
ー
ス
や
お
茶
な
ど
の
ド
リ
ン
ク
に
、
ま
た

他
で
は
甘
い
チ
ョ
コ
レ
ー
ト
や
ゼ
リ
ー
等
、ラ
ー

メ
ン
の
ス
ー
プ
に
化
わ
る
物
も
あ
り
ま
し
た
。

　

見
た
目
は
ど
れ
も
様
々
な
色
、
香
り
が
あ
り

ま
す
が
、
素
は
全
て
粉
末
か
ら
形
を
変
え
て
い

ま
し
た
。
こ
の
粉
末
に
な
る
素
の
食
材
は
何
な

の
か
？
そ
れ
も
様
々
で
は
あ
り
ま
し
た
が
、
企

業
が
研
究
を
重
ね
野
菜
・
フ
ル
ー
ツ
・
海
藻
そ

し
て
肉
類
等
の
天
然
自
然
食
品
を
粉
末
に
し
て

い
ま
し
た
。

　

ま
た
、
こ
の
食
品
に
対
し
、
安
全
性
の
表
示

に
ア
レ
ル
ギ
ー
表
示
は
も
ち
ろ
ん
、
別
の
意
味

の
ひ
と
つ
と
し
て
ハ
ラ
ル
認
証
と
い
う
表
示
が

目
に
止
ま
り
ま
し
た
。「
ハ
ラ
ー
ル
」
と
も
呼
ば

れ
、
イ
ス
ラ
ム
教
の
戒
律
に
よ
り
調
理
製
造
さ

第40号 農業委員会だより 令和 ２年 １月（2）



れ
た
食
品
で
あ
る
こ
と
を
証
す
る
も
の
で
す
。

　

ま
た
、
厚
生
労
働
省
食
品
衛
生
法
登
録
機
関

で
あ
る
食
品
環
境
検
査
セ
ン
タ
ー
で
は
、
希
望

に
よ
り
食
品
中
残
留
農
薬
分
析
も
行
っ
て
い
ま

す
。

　

こ
の
よ
う
に
、
こ
れ
か
ら
の
食
品
は
美
味
し

さ
だ
け
で
な
く
、
安
全
性
を
重
視
し
、
私
た
ち

の
食
卓
に
美
味
し
く
香
り
良
く
、
主
婦
に
と
っ

て
は
手
間
や
コ
ス
ト
も
カ
ッ
ト
し
た
何
よ
り
安

全
な
食
品
を
提
供
し
て
ほ
し
い
と
強
く
感
じ
ま

し
た
。

印
旛
香
取
ブ
ロ
ッ
ク
別
合
同
研
修
会

�

農
地
利
用
最
適
化
推
進
委
員
　
野
島
　
勇
志

　

令
和
元
年
10
月
25
日
、
栄
町
の
ふ
れ
あ
い
プ

ラ
ザ
さ
か
え
文
化
ホ
ー
ル
に
て
、
農
業
委
員
と

農
地
利
用
最
適
化
推
進
委
員
の
合
同
研
修
会
が

行
わ
れ
ま
し
た
。

　

は
じ
め
に
、
農
地
法
４
条
・
５
条
の
講
義
が

あ
り
ま
し
た
。
こ
こ
で
は
、農
地
転
用
に
関
し
て
、

転
用
可
能
な
農
地
、
転
用
で
き
な
い
農
地
の
立

地
基
準
、
転
用
後
の
運
用
の
是
非
、
農
地
造
成

の
審
査
基
準
を
学
び
ま
し
た
。

　

次
に
「
人
・
農
地
プ
ラ
ン
」「
農
地
中
間
管
理

機
構
」
の
講
義
が
あ
り
ま
し
た
。「
人
・
農
地

プ
ラ
ン
」
と
は
農
業
者
が
話
し
合
い
に
基
づ
き
、

地
域
に
お
け
る
農
業
の
将
来
の
在
り
方
な
ど
を

明
確
化
し
、
市
町
村
に
よ
り
公
表
さ
れ
る
も
の

で
す
。
富
里
市
に
お
い
て
は
、
高
松
地
区
が
策

定
を
し
て
い
ま
す
。
こ
の
よ
う
に
、
地
域
の
話

し
合
い
に
基
づ
い
た
プ
ラ
ン
が
既
に
作
成
さ
れ

て
い
る
地
域
が
あ
る
一
方
で
、
話
し
合
い
に
基

づ
い
て
い
な
い
も
の
も
あ
る
よ
う
で
す
。
要
因

と
し
て
は
、
制
度
内
容
が
正
し
く
伝
わ
っ
て
お

ら
ず
、
後
継
者
の
い
な
い
将
来
農
地
の
貸
し
手

と
な
る
農
家
が
、
土
地
を
奪
わ
れ
て
し
ま
う
と

誤
解
し
て
し
ま
っ
た
経
緯
が
あ
る
と
の
こ
と
で

し
た
。

　

農
地
利
用
最
適
化
推
進
委
員
と
し
て
、
制
度

内
容
が
し
っ
か
り
と
伝
わ
る
よ
う
努
め
た
い
と

思
い
ま
す
。
今
後
は
、
市
・
農
業
委
員
会
・
農

業
協
同
組
合
・
農
地
中
間
管
理
機
構
が
一
体
と

な
っ
て
、「
人
・
農
地
プ
ラ
ン
」
を
核
に
「
農
地

中
間
管
理
機
構
」
を
利
用
し
た
農
地
の
利
用
集

積
、
集
約
化
を
推
進
し
て
い
く
方
針
と
な
る
そ

う
で
す
。

農
地
利
用
状
況
調
査
及
び

�

台
風
被
害
状
況
調
査
を
実
施
し
ま
し
た

　

農
業
委
員
会
で
は
、
農
地
の
違
反
転
用
の
早
期

発
見
や
遊
休
農
地
の
実
態
な
ど
を
把
握
す
る
た
め
、

市
内
の
農
地
パ
ト
ロ
ー
ル
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

　

ま
た
台
風
15
号
・
19
号
・
大
雨
は
、
富
里
市
に

甚
大
な
被
害
を
も
た
ら
し
ま
し
た
。
農
業
委
員

会
も
被
害
状
況
の
現
地
調
査
を
実
施
し
ま
し
た
。

遊休農地調査の様子
（ 8月～ 9月）

台風15号によるハウス被害
（十倉地先）
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去
る
11
月
17
日（
日
）に
「
富
里

市
産
業
ま
つ
り
」
が
開
催
さ
れ
ま

し
た
。

　

ま
つ
り
当
日
は
、
多
く
の
方
に

来
場
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

ま
た
、
農
業
委
員
会
で
は
農
地

等
の
相
談
コ
ー
ナ
ー
を
開
設
し
、

農
地
に
関
す
る
様
々
な
相
談
や
、

農
業
者
年
金
制
度
へ
の
加
入
推
進

を
行
い
ま
し
た
。

産
業
ま
つ
り

しっかり積み立て！

がっちりサポート！

～安心で豊かな老後を～

あなたの老後生活への備えは十分ですか？
年金は家族一人ひとりについて準備することが大切です！
老後の備えは国民年金プラス農業者年金が基本です！

☆国民年金第1号被保険者　☆農業従事日数年間60日以上　☆60歳未満の方なら
　どなたでも任意加入でき、脱退、再加入も可能です。

自分の年金の財源を自らが積み立てる少子高齢化時代に強い安定した年金制度
終身年金で８０歳までの保証付き

保険料は自分で決められ（月額 ２万
～ ６万 ７千円）いつでも見直しＯＫ

認定農業者などの担い手は保険料の
国庫補助が受けられる
（保険料は月額 2万円で固定）

保険料は全額、社会保険料控除され
所得税・住民税が節税に

第40号 農業委員会だより 令和 ２年 １月（4）



こんな時は農業委員会へ相談を…

～農地の出し手・受け手を募集中～

　「自分の農地だから、許可や届出などしなくても自由に売ったり、貸したり、転用しても
よいのではないか」と思っていませんか。農地を売る、貸す、転用するときは農地法に基
づく許可（市街化区域の場合は届出）が必要となります。

農地を売買、
貸借をするとき

３条申請

自分名義の土地
を転用するとき

４条申請

他人名義の土地を
買ったり、借りて

転用するとき

５条申請

◆�農地を耕作目的で、売
買したり貸し借りする
ときは、農業委員会の
許可が必要です。
◆�なお、資産保有や投資
目的による売買、また、
農地を取得する適格者
（耕作面積が申請地を含
めて５０ａ以上）でない場
合には許可されません。

◆�農地の転用とは、農地を住宅、車庫、工場、倉庫、資材
置場、駐車場、山林など農地以外のものに用途を変更す
ることで、農業委員会を経て、県知事の許可が必要です。
◆�転用申請では次のような審査をします。
　①転用の目的は適正か
　②転用の面積は適当か（必要最小限か）
　③水利など必要な同意はあるか
　④付近の農業に与える影響はどうか
　⑤転用の目的は確実に実現できるかどうか
　⑥該当地や他の所有地に違反転用はないか
　⑦�他の法令関係で手続きが必要な場合、それがなされて
いるかどうか

☆農地の無断転用をなくしましょう
☆大切な農地は自分で守りましょう
☆農地を埋立てするには，事前の許可または届出が必要です。

　規模拡大したい担い手に貸し付ける農業振興地域内の農地を探しています。農業からリ
タイアを考えている、相続した農地の管理に困っている、水田をやめて畑に専念したいなど、
貸したい農地がある方は、農地のある市町村または（公社）千葉県園芸協会にご相談くだ
さい。千葉県園芸協会が農地の受け手を探し、賃料の徴収、支払いを行います。希望する
受け手がいる場合もお気軽にご相談ください。
　詳細は農地のある市町村農政課または（公社）千葉県園芸協会までお問い合わせください。

（公社）千葉県園芸協会　℡０４３－２２３－３０１１
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　「
農
地
の
管
理
を
ど
う
し
よ
う
か
」
と
い
う
不
安
や
「
農
地

を
借
り
て
経
営
規
模
を
拡
大
し
た
い
が
」
と
い
う
意
向
を
お

持
ち
の
認
定
農
業
者
の
方
等
は
、
農
業
経
営
基
盤
強
化
促
進

法
に
基
づ
く
契
約
（
利
用
権
設
定
）
で
貸
し
借
り
を
す
れ
ば

安
心
で
す
。

　
こ
の
契
約
は
期
間
が
満
了
す
れ
ば
、
離
作
料
を
支
払
う
こ

と
な
く
、
自
動
的
に
地
主
に
農
地
が
返
っ
て
き
ま
す
。
安
易

な
口
約
束
で
ト
ラ
ブ
ル
に
な
ら
な
い
た
め
に
、
農
業
委
員
会

の
承
認
を
う
け
て
契
約
を
結
び
ま
し
ょ
う
。

　

農
地
基
本
台
帳
は
、
所
有
農
地
及
び
小
作
地
等
を
把

握
し
、
各
種
証
明
書
の
発
行
な
ど
、
農
業
委
員
会
業
務

全
般
の
基
礎
と
な
る
も
の
で
す
。
台
帳
は
、
農
地
法
等

の
許
可
を
得
た
農
地
の
移
動
や
貸
借
に
つ
い
て
は
農
業

委
員
会
で
台
帳
の
整
理
を
行
い
ま
す
。
ま
た
相
続
等
に

よ
っ
て
農
地
を
取
得
し
た
人
は
農
地
の
あ
る
農
業
委
員

会
に
届
出
が
必
要
で
す
。
そ
の
ほ
か
土
地
の
分
筆
や
世

帯
の
変
更
な
ど
が
あ
っ
た
場
合
に
は
、
ご
本
人
か
ら
の

申
告
を
お
願
い
し
ま
す
。

　

特
に
認
定
農
業
者
等
の
方
に
つ
い
て
は
経
営
規
模
面

積
等
を
正
確
に
把
握
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
の
で
、
ご

協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

農
業
委
員
会
で
は

　
農
地
基
本
台
帳
を
管
理
し
て
い
ま
す

◆
◆
◆ 

編
集
後
記 

◆
◆
◆

　

昨
年
秋
の
相
次
い
だ
台
風
の
襲
来
に
よ
り
、

本
市
で
も
家
屋
や
ハ
ウ
ス
な
ど
の
農
業
施
設
、

そ
し
て
農
作
物
に
甚
大
な
被
害
が
発
生
し
ま

し
た
。

　

ま
た
、
長
引
く
停
電
や
断
水
は
市
民
生
活

に
大
き
な
影
響
を
も
た
ら
し
ま
し
た
。
被
災

さ
れ
た
皆
様
に
は
心
よ
り
お
見
舞
い
申
し
上

げ
ま
す
と
と
も
に
、
被
災
さ
れ
た
農
業
者
の

１
日
も
早
い
復
旧
を
お
祈
り
申
し
上
げ
ま
す
。

　

農
地
に
関
す
る
質
問
や
ご
要
望
は
、
お
近

く
の
農
業
委
員
ま
た
は
農
地
利
用
最
適
化
推

進
委
員
に
ぜ
ひ
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

相続等により農地を取得した場合には届出を！

　農地法の改正により、農地を相続等で取得したとき、農
業委員会への届出が必要になりました。相続などによる農
地の権利取得を農業委員会がきちんと把握し、農地の有効
利用に努めます。届出書の様式は農業委員会窓口のほか、
富里市ホームページからもダウンロードできます。
　例えば ・ ・ ・相続したが地元を離れていて、自分では農
地の手入れができない場合、農地の管理についてのご相談
や、地元で借り手をさがすなどのお手伝いをします。

安
心
し
て
農
地
の
貸
し
借
り
を
し
ま
し
ょ
う

農業の最新情報満載

全国農業新聞を購読してみませんか

　・発行日　毎週金曜日

　・購読料　1ヵ月　7００円（送料・税込）

お申し込みは農業委員会事務局まで

第40号 農業委員会だより 令和 ２年 １月（6）


